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研究成果の概要（和文）：日本手話の視線には言語的（文法的）なものがある。またインド舞踊

にも言語的な視線に近い視線の規則がある。本研究ではアイマークレコーダーを使って視線の

動きを測定し、また画像上の瞳の軌跡をマークする方法を開発して、それら二つの方法で視線

測定を行った。手話の視線は母語とする者と早期習得者にしか完全に習得できない言語性の高

い記号であること、後期習得者や非手話者は手話表出中に非言語的視線の表出が多いこと等が

明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： Eye gaze and eye movement in sign languages are linguistic 

elements.  Some of Indian dances have rules of eye gaze and eye movement. I conducted 

eye tracking experiments to examine how dancers and signers produce eye gaze and eye 

movement and also developed a way to record positions and movements of pupils in the 

image on the TV monitors. It became clear that eye gaze and eye movement in sign 

languages are highly linguistic and the sign expression by late learners and non-signers 

have non-linguistic eye gaze and eye movement more often than native signers and early 

learners. .    
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１．研究開始当初の背景 

  

手話には文法的な視線があることはアメ
リカ手話、日本手話等々で明らかになってい
る。たとえば「彼女が来た」という小指（彼
女を意味する）を動かす手話は、視線を聞き

手（読み取り手）に向ければ、彼女が来たと
言う事実を表わし、小指を見ながら表せば、
彼女が来たのを見たという意味になる。 

このような手話の文法としての視線は、手
話を母語とする者と早期手話習得者にしか
完全には習得できないと思われる。見るため
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の視線ではなく、見せるための視線で代表的
なものに、指さしと共に現れる視線がある。
これがさらに高度になったものが、手話の文
法としての視線である。また芸術的な表現で
視線が使われることがある。インド舞踊のパ
ラタナティアム等の視線は、規則的で特定の
意味を表出する。これらから、視線が見るた
めの視線から見せるための視線へと進化し
たものと思われ、それが言語的規則を持つも
のまで発達したことは注目に値すると思わ
れた。 

 

２．研究の目的 

 

日本手話やアメリカ手話において、視線は
文法の一部である。その視線は何かを見るた
めの視線や意識的・無意識的表情としての視
線とは違い、発話の意味を一義的に決定する
のである。本研究では、脳科学的では分析が
困難な複数機能が混在する視線の表出を、言
語性を基準に分析しようとした。 

手話者の複数の視線を分類し、インド舞踊
の視線を分析し、音声言語話者にも言語的視
線に極めて近いものが存在していることを
示すこと、そして視線の言語記号化までの段
階的メカニズムを解明し、視線の言語化は人
間の言語能力のひとつであることを証明す
ることが本研究の目的であった。 

 

３．研究の方法 

 

 インド舞踊のＤＶＤと、日本手話を母語と
する手話者の手話表現の画像を利用して、視
線を取り出した。 
 またインド舞踊の視線の研究をするため
に南インドケーララ州クーリヤッタムのレ
クチャーデモンストレーション（Gopal Venu 
& Kapila Venu）に参加した。 またＤＶＤ
や文献からも分析した。 
 日本手話については、手話文化村のＤＶＤ
を利用し、視線の規則がどのように表れるか
を分析し、その中からピックアップした文と、
それを参考にして新たに作った文を手話を
母語とする者と早期習得者、および後期手話
習得と非手話者に表現してもらい、視線がど
こまで規則的で、どの時期にどのように習得
されるかを調べた。 
 視線測定に使った文は以下の通りである。 
 
（１）木を育てた。 
（２）木が育った。 
（３）ビルを建てた。 
（４）ビルが建った。 
（５）湯呑に絵を描く。 
（６）湯呑の絵を描く。 
（７）私は彼に勉強を教えた。 
（８）彼が私に勉強を教えた。 

（９）彼女は彼に勉強を教えた。 
（１０）彼が彼女に勉強を教えた。 
（１１）あの映画を見てみたかった。 
（１２）あの映画を見てみたいなあ。 
（１３）この間見せた本、あなたも買った？ 
（１４）この間見せた本、私も買ったよ。 
（１５）山田は「田中が言った」っていうし、
鈴木は「田中は言ってない」っていう。どう
なってるの？ 
（１６）山田の持ってるかばんは鈴木が買っ
た私のかばんです。 
（１７）田中くんが「きのうＡ３０２教室に
財布を忘れなかったか」って、今朝きくもん
だから、かばんの中を見てみたらないの。私
のだと知っていたのなら、持って来てくれれ
ばいいのに。きっともうないかも。 
（１８）ジョンはビルにぶたれた時家の中に
いて、メアリの横に立っていた。床に倒れた
時、ジョンはメアリの細いくるぶしを見た。
すぐにビルはメアリの腕をつかみ、家の外に
引きずり出した。二人は上を見上げた。冬の
夜の空は澄み渡り、数えきれないほどの星が
冷たく輝いていた。 
以上の例文で測定を行い、その後上記（１）

（２）と 
（１９）右に曲がると郵便局があるよ 
（２０）右に曲がると郵便局があった。 
の４文を手話を母語とする者と早期習得者、
および後期習得者と非手話者１０名づつに
表現してもらい視線を測定した。 
手話を母語とする者と早期習得者には日

本手話を母語とする人の表現をＤＶＤ画像
で見せて、なるべく同じ方法で表現してもら
い、視線を測定した。また後期習得者や非手
話者にもＤＶＤを見せて、練習させて、手指
動作ができるようになったときに、なるべく
ＤＶＤの表現の通りに表出してもらい、視線
を測定した。 
視線の測定は以下のような方法で行った。

まず帽子に小型カメラのついたアイマー
ク・レコーダー（株式会社ナックイメージテ
クノロジー）で計測された注視点データをパ
ソコンモニター上の絶対座標系で出力し、定
量的な解析を行った。 
 
 
 
例文 
（２０） 
非手話者 
の視線 
 
 
 
 
 
 



 
例文 
（２０） 
母語話者 
の視線 
 
 
 
 
 
例文 
（２１） 
母語話者 
の視線 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に PV Studio 20 を使って、瞳を追跡・表
示し、動きを xy 座標上にプロットした。 
 
例文（１） 
母語話者 
の視線 
 
 
 
 
 

 この二つの方法によるデータを重ね合わ

せて分析した。 

 
 
４．研究成果 
 
 上記３のような方法で分析した結果、以下
のような視線の特徴が明らかになった。 
（１）クーリヤッタムは演劇とも舞踊とも言
えるもので、視線が５４種類あり、視線は明
らかに記号化されている。表すものは感情で
あるが、規則化されている。 
 日本手話については、特に手話を母語とす
る者と早期習得者１０人と、後期習得者と非
手話者１０名の視線を測定し、比較したとこ
ろ以下のような結果になった。 
（２）日本手話の視線は、existential verb 
(be 動詞等)と共起するものが特徴的で、これ
は実際にそのものを「見る」という動作との
関連が強い。 
たとえば「右に曲がると郵便局がある」と

事実を述べるだけの場合は視線は聞き手（読
み取り手）に向かうが、「右に曲がると郵便

局があった。」という場合、話者の前の空間
で、郵便局を示す場所に視線が向く。 
（３）日本手話の視線で、classifier（類辞）
と共起するものは動きや形を表わす。 
 たとえば「木を育てた」という場合、視線
は「育てる」という手型（類似）を凝視し、
その手の動きと同様な形で視線も動く。「木
が育った」という場合は下から上に木が育っ
た様子を見上げるように視線が動く。 
 
その他の発見に以下のようなものがある。 

（４）日本手話の視線にはそれだけで代名詞
や副詞になるものがある。 
（５）日本手話の中には指さしに伴う代名詞
としての視線がある。 
（６）日本手話には指さしやその他の手指記
号と共起して場所や時を表わす副詞になる
視線がある。 
（７）日本手話の中には、人や物の動きを表
わす視線がある。 
（８）日本手話では述語動詞と共起する視線
は格を表わす（case marking）。 
（９）日本手話には人の「見る」「見つめる」
という行為や動きを表わす視線がある。 
 
上記のような日本手話の文法的な視線は

free morpheme、すなわち視線だけで形態素
となっているもの、prosodic morpheme、つ
まりその視線が正しくないと不自然である
というもの、そして bound morpheme、すな
わちその形態素がないと、非文法的であるも
のの三種類がある。 
そして手話を母語とする者と早期習得者

はこのような文法記号としての視線を使い
こなせるようになるが、そうでない者には、
それを完全に習得することは難しい。これは
音声言語の習得と年齢との関係と並列のも
のであると思われる。日本手話における視線
は音声言語で言えば、イントネーションの表
出やよく似た音素を聞き分ける能力とよく
似ている。 
日本手話の後期習得者や非手話者の日本

手話表出の中の視線には、見るための視線や、
無意識の感情表現の視線が混在している。そ
の視線の軌跡は、手話を母語とする人や早期
習得者とは違って、個々にばらばらで、規則
性がなかった。 
 
このような結果から、視線には見るための

視線と、見せるための視線があり、見せるた
めの視線にも指さしに伴う視線のような単
純なものから、規則的であるが創造性はさほ
どないインド舞踊などの視線、さらに細かい
文法を示すのに十分な複雑な規則をもち、創
造性を持ち、言語記号化しているものまで段
階的に認められた。 
言語的視線を使う手話の母語話者の視線



は記述することが可能であると思われる。今
後、日本手話やインド舞踊、落語、演劇等に
おける視線を記述する方法を開発したい。こ
の目標を現在新しい科研（平成 25 年～）で
目指している。 
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